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・現場での施工が減少するか +1 0 -1

+1 0 -1

・作業員の負担が減少するか +1 0 -1

・熟練度に依存した作業が減少するか +1 0 -1

+1 0 -1

施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

環境
= 合計点

=

※記入要領
①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡
②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。
　従来技術に比べ優れている（+1）
　　　　〃　　　同等程度である（0）
　　　　〃　　　劣っている（-1）
③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。
④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか

・産業廃棄物の発生量は減少するか

施
工
性

評価 理由

・仮設工が減少するか

・施工の機械化の程度は向上するか

調査内容

3人×(100m2/180(m2/日))=1.67人 建設物価2020年1月p801 関東

経
済
性

2

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか
自然木材を使用することで環境調和が
向上する。

・省エネルギー・省資源化が向上するか
リサイクル資源を使用することで環境負
荷を低減できる。

環
境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少）

・危険物等の取り扱いが減少するか

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか

・重機災害の危険性が減少するか

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか

・品質・出来形の管理項目は減少するか

・品質・出来形の管理頻度は減少するか

1

品
質
・
出
来
形

評価 理由

・品質は向上するか 保水性・透水性が改善される。

・出来形・精度は向上するか

・耐久性は向上するか

調査内容

0.00

活用の効果　評価表

新技術名 土壌改良材ＤＷファイバー 従来技術名

無機質資材（パーライト等）による土壌の
物理性改善

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較する。
従来技術 新技術 コスト差

安
全
性

調
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項
　
　
　
　
　
目

短縮日数

0.00 0

56,500

コスト差  従来技術コスト
56,500 214,397 26.4

コスト　( 100m2 214,397 157,897

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の施工日数を比較する。
従来技術 新技術 短縮日数

施工日数（ 100m2 0.56 0.56



様式Ｃ

経済性比較表

新技術名称：

従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （100m2当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

改良資材 ＤＷファイバー 30.00      袋 2,450      73,500     
DWファイバー3％混合
建設物価2020年1月p440 関東

バックホウ運転（敷均し）
付2.9t吊山積0.45m3（平積
0.35m3） 0.56       日 37,953     21,254     100m2/(180m2/日)

バックホウ運転（転圧）
ガ(2次)クローラ型山積
0.28m3(平積0.2m3) 0.56       日 30,311     16,974     100m2/(180m2/日)

世話役 - 0.56       人 23,100     12,936     

1人×(100m2/180(m2/
日))=0.56人 建設物価2020年1
月p801 関東

普通作業員 - 1.67       人 19,900     33,233     

3人×(100m2/180(m2/
日))=1.67人 建設物価2020年1
月p801 関東

合計 157,897   

○従来技術の内訳（直接工事費） （100m2当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

改良資材 パーライト類（AGロック) 100.00     袋 1,300      130,000    
AGロック10％混合
建設物価2020年1月p439 関東

バックホウ運転（敷均し）
付2.9t吊山積0.45m3（平積
0.35m3） 0.56       日 37,953     21,254     100m2/(180m2/日)

バックホウ運転（転圧）
ガ(2次)クローラ型山積
0.28m3(平積0.2m3) 0.56       日 30,311     16,974     100m2/(180m2/日)

世話役 - 0.56       人 23,100     12,936     

1人×(100m2/180(m2/
日))=0.56人 建設物価2020年1
月p801 関東

普通作業員 - 1.67       人 19,900     33,233     

3人×(100m2/180(m2/
日))=1.67人 建設物価2020年1
月p801 関東

-          

-          

-          

-          

-          

-          

-          

-          

-          

-          

合計 214,397   

土壌改良材ＤＷファイバー

無機質資材（パーライト等）による土壌の物理性改善

・施工内容：バックホウ混合
・施工数量：100m2当たり（混合深さ50cm）
【新技術】技術名称：土壌改良材ＤＷファイバー
使用改良材：ＤＷファイバー
【従来技術】技術名称：無機質資材（パーライト等）による土壌の物理性改善
使用改良材：パーライト類（AG）


